
茶山ゆかりの寺＆詩碑 

 菅茶山記念館二階に神辺城趾黄葉山頂から神辺平野全体を俯瞰した全景写真が掲げられ

ている。茶山詩碑（「菅茶山の面影を訪ねて」松浦正明 平成 16（2004）年）には、以下

の詩碑の内、１－１遍照寺（西中条）から１４ 御領山大石歌（下御領 八丈岩登山口）

までが洩れなくカバーされている。ここでは、主として神辺町内所在茶山ゆかりの寺に建

立されている詩碑を整理してみたい。 

NO 詩 題 建立場所 住所 備考 

 １ 歳杪寄大空師・遍照寺 

良夜の碑 

黄龍山遍照寺 

 

西中条  

 ２ 西福寺賞梅 西福寺 川北  

 ３ 龍泉寺櫻 龍泉寺 川北  

 ４ 和歌・贈連歌如實上人 備後国分寺 下御領 如實上人 

 ５ 丁谷餞子成卒賦 神辺公民館 川南  

 ６ 送恵充上人之高野山 寶泉寺 徳田  

 ７ 高屋途中 一里塚 上御領  

 ８ 農 功 松浦邸 川南  

 ９ 箱田道中 細川邸 箱田  

１０ 神邊駅 藤井邸 川北  

１１ 十四日與嶺松師赴鞆浦途中口占  光蓮寺 川北 鳳霊上人 

霊昌・嶺松 

１２ 時子璐叔姪東遊 

次子璐月夜泛琵琶湖韻 

高居松井邸 

 

西中条  

１３ 閑 行  湯野山東福院 湯野 覚本上人 

１４ 御領山大石歌  八丈岩登山口 上御領  

１５ 大坊福盛寺 

柏谷途中 

 駅家町新山 

新市町網引柏 

 

１６ 荒谷即事   府中市出口町荒

谷 

 

１７ 遊父石村  

西山先生姫井仲明頼千祺近藤伯恊 

   

１８ 羽 中 羽中八幡神社 府中市出口町   

１９ 梔子湾 内海大橋袂 沼隈町内海  

２０ 米山寺拝謁小早川中納言肖像 米山寺墓所 三原市沼田東町  

２１ 始登鼟鼟石 

呈遊諸遊石在千光寺南 

千光寺公園 尾道市  

  

      

１８   川明知日暮 川明かにいて 日の暮るを知る 

     烟直覺風収 烟直くして 風の収るを覺ゆ 

     暫得談経暇 暫く談経の暇を得 

     聊成践勝遊 聊か践勝の遊びを成す 



     雲邊僧聲沓 雲邊 僧聲 沓かに 

     歸路忪田洫 歸路 田洫（田圃の溝）に忪ふ（驚く） 

     淙淙暗水流 淙淙として 暗水流る 

聯翩雲中鶴 西山拙齋＆菅茶山 

天明 4 年（1784）3 月 17 日、神辺に菅茶山を訪ねた西山拙齋は逗留中の道光上人らと詩

酒徴逐の日々を過ごした後、3 月 19 日に、道光上人を横尾鶴橋まで見送り、3 月 24 日、鴨

方に帰った。帰り際、こんな感慨を詩に託しでいる。 

 寓懐 西山拙齋 

川南川北探餘花 川南川北餘花を探る 

日日逢迎酔紫霞 日日逢迎して紫霞（酒）に酔う 

羨爾平生無俗累 爾（汝）を羨む平生俗累（俗事の煩わしさ）の無きを 

交遊強半是僧家 交遊強半（過半数）是れ僧家 

菅茶山の交遊相手には僧侶が多い。実際、廉塾界隈にも、茶山詩（会）の舞台となった

寺が多い。東北連山の麓には、東から、「御領山大石歌」で知られる御領山の南西山麓にあ

る證林山明正寺（祐教上人）、唐尾山国分寺（如實上人）、湯野山東福院（覚本上人）、亀居

山観音院寶泉寺（恵（慧）充上人）、山一つ越え、東から明尾山寒水寺、黄龍山遍照寺（大

空上人）などがある。 

廉塾の裏高屋川堤下沿いに佛見山萬念寺、薬上山光蓮寺（鳳霊上人）、門前沿いにある山

陽道を隔て南西に普門山西福寺（寂如上人）、現在「宮通り」と呼ばれている神辺大明神（天

別豊姫神社 神官 鈴鹿秀満）へ向かう道は１７００年代に整備された新道。黄葉山中に

菅家墓所と谷一つ隔てて新宮山龍泉寺（藤井暮庵の父藤井治郎左右衛門の墓）などがある。 

①證林山明正寺 上御領村 

證林山浄土真宗東本願寺末寺明正寺 寺中ニ蟠松（東西十二間南北八間）一章アリ 

 祐教上人索偃松詩（後編巻八）祐教上人偃松詩を索む 

四山擧目皆松樹 四山目を挙げれば皆松樹 

君家松樹何獨著 君が家の松樹 何ぞ獨り著わる 

榮蟠非是尋常種 榮蟠是れ尋常の種に非らず 

如虎如龍奇状具 虎の如く龍の如く奇状具
そな

わる 

如今緇流日蕃慈 如今緇流
しりゅう

日々に蕃慈 

君輩何獨取聲譽 君が輩何ぞ獨り聲譽を取る  

平生心将静者論 平生心静かなる者と論ぜんとす 

自有美材令人慕 自ら美材の人をして慕わしむる有 

時尚争學説法工 時尚争い學ぶ説法の工 

榮願只在釵釧叢 榮願只釵釧
さいせん

に叢
あつま

るに在り 

苟能培養證眞果 苟も能く培養の眞果を證せば 

殊異何愧君家松 殊異何ぞ愧じん君が家の松 

 第十二世住職祐教上人は品行方正、学術に長じ詩歌、文書に通じ茶山・山陽と親交。 

②唐尾山国分寺 下御領村 

 唐尾山真言宗年代久シク興廃小地、今明王院ノ末寺。方丈二王門を建テ少シク寺刹ノ形

ヲ整ヘシ如實（上人）ハ和歌ヲ好ミ花草ヲ愛シテ無欲ナル僧ナリ西山拙齊ト善シ 

所蔵品「茶山書屏風（大森、小西看花、茗水即事、綾瀬船遊即事（一～三） 

   「茶山書軸（「是れ如實上人に呈す聯句 事四十年前に在り今此を書し愴然 



          文政辛巳仲冬 菅晋帥 再行」 

聯句 贈如實上人 西山拙齊・菅茶山 

（前編巻二）「茶山詩話」第二集 

上人好事為花顛 上人好事花の為に顛ず 

唯愛名花不愛銭 唯名花を愛して銭を愛せず 拙齋 

為昰年年購奇種 是年年奇種を購うが為に 

下山時乞衆生縁 山を下りて時に乞う衆生の縁 晋帥 

是れ如實上人に呈す聯句 事四十年前に在り 

今是を書し愴然 文政辛巳仲冬 菅晋帥再行 

   和 歌     菅茶山     

 「如實上人を訪ひ侍りし時、 

庭の花草盛りなりしかば」  

訪ひ寄れば 袖も色濃く なりにけり 

 籬
まがき

の露の 萩の花摺り」 

③湯野山東福院（前身 虎睡山松 岡
しょうこうじ

寺） 湯野村 

 虎睡山（湯野山）松岡寺真言宗明王院末寺（天平 16 年・744）開祖）は当初現在地の東

福院の頂きにあった。延応元年（1239）兵火により殆どが焼失、本尊が現在地本堂のある

場所に運び出されていたことから、その地に新しく建立された。此村湯迫ト云所に７温泉

出シ時ノ湯薬師ノヨシ云イ傳フ 

 所蔵品 菅茶山額（文化 8 年・1811）・幅（閑行）。平成 10 年、幅が詩碑として総代によ

って寄進された。 

 閑 行 （一） 

経邱渡水惜春闌 邱を経（て）水を渡り春の闌
たけ

るを惜み 

毎見櫻花轍就看 櫻花を見る毎に轍
すなわ

ち就いて看る 

東院一株全爛々 東院の一株全く爛々 

南池三樹半摧残 南池の三樹半ば摧
さい

残
ざん

す 

     （二） 

獨對桜花把酒觴 獨
ひとり

桜花に對し酒觴を把る 

不知春日日増長 春日日長きを増すを知らず 

嵐消白晝庭凝影 嵐消の白晝庭影を凝らす 

露濕黄昏徑送香 露濕って黄昏徑に香を送る  

④佛見山萬念寺（茶山菩提寺）川北村 

佛見山浄土宗知恩院末寺萬念寺 福山開城ノ後此ノ寺ヲ移シ建テ見佛山大念寺ト号スソ

ノ跡ナリ  

夏日雑詩 十二首のうち（三） 

垂楊囲繞古書楼 垂楊囲繞古書楼 

⑤新宮山龍泉寺 川北村 

新宮山曹洞宗龍興寺末寺龍泉寺 

龍泉寺櫻 

老樹移來幾百春 

年々 艶占芳辰 

林東有墓生新鮮 



曽是花前闘酒人 

「梅香七首」） 

見説龍泉寺畔梅 見るならく龍泉寺畔の梅 

今朝始覩一枝開 今朝始めて一枝の開くのを覩る 

屐痕斜印幽蹊雪 屐痕斜めに印す幽蹊の雪 

知有吟朋先我来 知んぬ吟朋我に先んじて来たる有るを 

⑥普門院西福寺 川北村 

 前身は「胎蔵寺」（北吉津町）。元和五年（1619）福山城開城に伴い鬼門鎮護のため移さ

れ、その跡地に神辺城南山麓から「平等寺」が移され、「西福寺」と称した。この詩は享和

元年（1801）茶山 54 歳の作品、菅波信道一代記に「西福寺賞梅」として遺されている。記

録は残されていないが、この詩が詠まれた当時は第九世寂如上人在世であったと思われる。

文化四年（1807）、神辺大火で山門だけを遺して焼失した。文化十三年（1816）、本堂が再

建され、危うく難を逃れた本尊が納められた。 

西福寺賞梅 前編巻之六 

品茶琢句坐斜陽 品茶 句を琢して 斜陽に坐す 

閑事偏知春日長 閑事 偏えに春日の長きを知る 

暮鳥還棲驚有客 暮鳥 棲に還り 客有るに驚く 

梅花花底小僧房 梅花 花底 小僧房 

黄昏時、塒に戻った小鳥たちを驚かせた心優しい人柄が偲ばれる。 

＊黄龍山遍照寺（大空（玄道）上人→高野山） 

⑦光蓮寺 川南村 

 

⑧龜居山観音院寶泉寺 徳田村 

「送惠充上人之高野山 録舊作」 

惠充上人の高野山に之
ゆ

くを送る旧作を録
しる

す   

黄葉夕陽村舎詩 後編巻八 

夙願君業進 夙
つと

に願う 君が業
ぎょう

の進まんを 

今恨君學成 今恨む 君の学成
な

るを 

學成何所恨 学成
な

るは何の恨む所ぞ 

遠近人爭迎 遠近 人争い迎えて 

妙選竟難辞 妙選
みょうせん

 竟
つい

に辞し難し 

抛此白社盟 此の白社
はくしゃ

の盟を 抛
なげうつ

て 

迢遞鼎臺遠 迢遞
しょうてい

たり 鼎
ていだい

台
だい

遠く 

蒼茫薇海横 蒼茫
そうぼう

たり 薇
びかい

海
うみ

横たわる  

別離老愈難 別離 老いて 愈
いよいよ

（いよいよ）難
かた

し 

此行轉愴情 此の行 転
うたた

情けを愴
いた

ましむ 

⑨黄龍山遍照寺  中条村（天領） 

「歳杪寄大空師」前編巻之一 

荒歳村居事亦紛 荒歳 村居 事亦紛たり 

隣閭警盗躁宵分 隣閭 盗を警（戒）めて宵分に躁（騒） 

遙知姑射峰頭月 遙に知る姑射峰頭の月 

寺寺經聲咽白雲  寺寺 經聲 白雲に咽ぶ        

「黄龍山呈充國・・・」 

長松大石舊林邱 長松 大石 舊林邱 



二十餘年感壑舟 二十餘年 壑舟を感ず 

嘆息當時携手者 嘆息す 當時 手を携えし者 

幾人相對説曾遊 幾人か相對して曾遊を説かん          

歌碑「良夜の碑」 晋帥 

月白風清   月白く 風清し 

如此良夜何  此の良夜を如何 にせん     1 

⑩寒水寺  

 

20 米山寺拝謁小早川中納言肖像 

 天明８年（１７８８）６月２５日、春風に見送られ竹原を後にした。２６日、本郷で一

泊、翌２７日、小早川家菩提所米山寺を訪れ、小早川中納言寿像を拝観、そのときの感想

を「米山寺拝謁小早川中納言肖像」に詠んでいる。 

 一戦奇功全列屯 一戦の奇功 列屯を全うす 

 想君単隊立傳○ 想う君の単隊は立って○を傳えしを 

 画中冠帯英風在 画中の冠帯 英風在り 

 馬上光陰華髪繁 馬上の光陰 華髪繁し 

 先覩無愆援覇王 先覩愆無く覇王を援け 

 豫防有計保宗藩 豫防計有り宗藩を保つ 

 當時諸将争○勇 當時諸将 ○勇を争いしも 

 興学誰知文徳尊 興学 誰が文徳の尊きを知らん 

 県立歴史博物館の主任学芸員によれば、「この詩は草稿と版本との題名は変わっていない

が、内容は変わっている」とのこと。年号が改まった翌寛政元年（１７８９）、茶山は春風

にこの紀行文を送り、地名の問い合わせ等を含む校正を依頼している。詩と同様、最後の

最後まで綿密な校正を心がけていたものと思われる。 

 

茶山詩碑関連記事紹介（復刻版） ㌻数 

「御領山大石歌」            10 

「送惠充上人」             16 

歌碑「上人好事」           27・176 

「西福寺賞梅」             52 

「時子璐叔姪東遊」           54・116 

「時子璐夜琵琶湖韻」          116 

「神邊駅」               63 

「龍泉寺櫻」              70 

「荒谷即事」              64 

「閑行」                       106 

「箱田道中」                   108 

「農功」                     142 

「米山寺拝謁小早川中納言肖像」 166 

「歳杪寄大空師」               171 

「黄龍山呈充國・・・」         171 

歌碑「良夜の碑」             199 



松風館十勝碑林              193 

 詩碑「所見」 

   「松風館即事」 

   「河相保之松風館同菅禮卿賦」賴春水 

夏日雑詩 （三）         203 

 


